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彦根市立病院 地域医療連携室
業務時間：月～金曜日：午前８時３０分～午後７時（但し木曜日は午後５時１５分）土曜日：午前９時～午後１２時３０分
連絡先：地域医療連携室 TEL０７４９－２２－６０５３(直通） FAX：０７４９－２２－６０９３

彦根市立病院の在宅診療科は２０１６年４月に
設立されました。設立当初、医師は1人のみの
体制でスタートしましたが、その後は家庭医学を学
んだ若手医師の滋賀県からの派遣もあり、現在は
訪問診療の実働可能な医師３名までに規模を
拡大しています。
設立後７年が経過したとは言え、まだ馴染みの
ない科であるかもしれません。彦根市立病院在宅
診療科がどのようなことをしているのか、紹介させ
ていただきます。
在宅診療科を代表し、本文を記載させていただ
く在宅診療科部長の笹尾卓史と申します。私は
2022年8月より在宅診療科で勤務しており、在宅
診療科の医師としての実績はまだ１年あまりしかあ
りませんが、2016年3月までの4年間は彦根市立
病院の形成外科に勤務しておりました。その後、

大阪府内の病院などで勤務し、この度は縁があり、
再び彦根市立病院に在宅診療科の医師として
戻って参りました。
前回の勤務内容とは異なる分野ではありますが、
今までの経験を活かして、多職種の方と協働・
連携を行い、貢献できるよう努めて参ります。
前述の通り、在宅診療科として実働している医師
は私を含めて3名おります。複数の医師で対応
可能という強みを活かして、患者さんはもちろん、
ご家族が豊かな人生を送る一助となるような診療
を地域の皆様に提供していきたいと考えております。
また地域のかかりつけ医の先生方とも連携し、
当地域の在宅医療を支えるひとつの大きな柱に
なることを目標としておりますので、今後ともどうぞ
よろしくお願いいたします。

「住み慣れた我が家で
過ごしたい」を

支えます。

在宅診療科部長

笹尾 卓史 左上より青山医師、大町医師
笹尾医師、天谷医師

（天谷医師は循環器内科と兼任）
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院内の専門科と
連携をとり、
一部の急性期
医療にも対応

定期的な
医療が必要だが
通院は困難

人生の最期は
自宅で
過ごしたい

このような方々の希望を支援するのが在宅診療科です！

2012年厚生労働省が発表した「在宅医療・介護の推進について」によると、国民60％
以上が自宅での療養を望んでおり、安心して自分らしい生活をしたいと考えています。

「できる限り、住み慣れた地域で必要な医療・介護サービスを受けつつ、安心して自分
らしい生活を実現できる社会を目指す」ことによって、在宅医療・介護の推進をすすめ
ていくこととした背景があります。

◆在宅医療の背景

◆当院の在宅診療科の対象となる患者 2023年4月より看護師を２名に増員！
実働スタッフ 医師3名 看護師2名

◆当院の訪問診療の特徴

①開業医での訪問診療が難しい状態の患者に対応しています。
医療依存度の高い患者（点滴・重度褥瘡処置・麻薬を使った疼痛コントロール
等）は、頻回な訪問や緊急対応の頻度が増えるため

②緩和ケア科との密な連携が必要な患者にも対応しています。

③状態が安定した場合は、もともと診ていただいていた開業医（かかりつけ医）への
紹介をさせて頂くこともあります。

④かかりつけ医の後方支援（病状の変化などへの協力体制）も行っています。
彦根市立病院へのレスパイト入院にも対応しています。

上記の３つの状態のうち、相談件数が最も多いのが在宅看取りに関する相談です。
「家に帰りたい」「家族やペットと一緒にいたい」「最期の日は自宅で迎えたい」という
患者の思い…
そして、いつも傍で寄り添っていたい、最期は家族で見送りたいという家族の思い…
そんな両者の思いを叶える方法の1つとして在宅医療があります。
急性期病院で治療を受け、ご自宅などでの生活を
支援するために、継続して在宅診療科で訪問診療
や往診といった在宅医療を行っています。


